高酸素負荷ラット眼内血管新生モデルにおける母乳摂取量の違いによる影響について by 松原 倫子
別紙 l
論文審査の要旨
報告番号 l甲第多bラ1 号 氏名
主査板橋家頭夫教授
論文審査担当者｜副査泉崎雅彦教授
副査小風 暁教授
（論文審査の要旨）
松原倫子
Oxygen-induced retinopathy (OIR）ラ y トモデルを用いて新生仔の栄養摂取量の違いが全身と眼
に与える影響を検討した。 OIRモデルは新生仔 Sprague-Dawleyラットを出生直後から母乳摂取量
に差が出るように 7匹群と 14匹群に分けて、日齢 12(PI2）まで 80%酸素濃度下で飼育し、 Pl3
～18は大気中で飼育し作製した。 Pl3または 18に仔ラ y トを屠殺し、採血後両眼球を採取した。
右眼は網膜展開標本を作製して網膜血管新生（NVscore）の評価を行い、総網膜面積（TRA）と有
血管面積（VA）、無血管面積（AVA）から網膜無血管面積の害1）合（%AVA）を計算した。左眼の網膜
内VEGF濃度と血清 IGF-1濃度を ELISAで測定した。体重は P2以降、 14匹群と比較して 7匹群で
有意に重かった。 PISの網膜内 VEGF濃度は 7匹群で有意に高かった。 PISのNVscoreと剣山は 7
匹群で高い傾向があり、 TRAは 7匹群で有意に大きかった。 VAは Pl3、18で荷群聞に有意差は無
かった。 Pl3,18の血清 IGF-1濃度は 7匹群で有意に高かった。栄養摂取量の増加は眼球の発育を
促進すると考えられるが、網膜血管は高酸素負荷により発達が阻害され、 14匹群と比較して 7匹
群では相対的に AVAが大きく網膜内 VEGFの産生が多くなり、その結果網膜症が悪化したものと考
えられた。
本論文は、未熟児網膜症の発生原因を推定する実験として OIRラットモデルを作成し、過栄養
の｛子ラットの方が網膜症の悪化を起こしやすい傾向にあったという新知見を得ており、学術的
に価値あるものと判断し、学位論文に値すると判断された。
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